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令和 7 年 6 月 24 日 

 

 

 

しののめ信用金庫 第 80 期（令和 7 年 3 月期）決算を発表 
 

信用コストが減少し、経常利益は前期比 19.82％の増益。 

当期純利益は、1,609 百万円を計上。 

 

 

▼ しののめ信用金庫（理事長 横山 慶一）は 6 月 23 日(月)、通常総代会を開催し令和 7 年 3 月

期（令和 6 年 4 月～令和 7 年 3 月）の決算報告を行いました。 

 

▼ 当金庫は令和 6 年度もお客さまにしっかりと寄り添い、信用金庫の原点である中小企業の支援に邁

進し、金融面と本業面の両面において、お客さまが抱えている課題の解決に全力で取り組んでまい

りました。 

今後、原材料費や賃金コストがますます上昇していくことが予測され、事業運営において生産性向

上が重要な要素になると思われます。この様な課題についても当金庫は真摯にお客さまの本業支援

に取組み、それぞれのお客さまに最適なソリューションをご提案するように努めます。これからも

徹底して地域のお客さまの支援に取組んでいきたいと考えております。 

 

▼ 損 益 

経常収益は前期比 574 百万円（4.77％）増加し、12,607 百万円となりました。 

資金運用収益が 427 百万円（4.26％）増加したことが主な要因です。 

経常利益は信用コストの減少などにより前期比 443 百万円（19.82％）の増加となりました。

本業の収益力を示すコア業務純益は、利回りの上昇に伴い資金運用収益が増加した一方で、預

金利息や人件費が増加したことから、前期比 367 百万円減益となったものの、2,817 百万円と

高い水準を維持することができました。 

当期純利益は前期比 82 百万円（5.38％）増加し、1,609 百万円となりました。 

 

▼ 自己資本比率は国内基準で定められている 4％を上回る 8.50％となりました。 

 



 
 

１．主要勘定・指標等

開示項目 ７年３月期 ６年３月期 増減値

預   金 期末残高 1,046,415 1,045,744 671 0.06 %

預   金 期中平均残高 1,059,026 1,053,982 5,044 0.47 %

貸 出 金 期末残高 428,288 434,235 △ 5,947 △ 1.36 %

貸 出 金 期中平均残高 428,344 432,427 △ 4,082 △ 0.94 %

業務純益 2,393 2,434 △ 41 △ 1.70 %

コア業務純益 2,817 3,184 △ 367 △ 11.53 %

経常利益 2,679 2,236 443 19.82 %

当期純利益 1,609 1,527 82 5.38 %

２．金融再生法に基づく開示債権

項    目 ７年３月期 ６年３月期 増 減

不良債権比率 5.04% 4.41% 0.63%

金額単位：百万円

業務収益＝資金運用収益＋役務取引等収益＋その他業務収益

業務費用＝資金調達費用＋役務取引等費用＋その他業務費用＋一般貸倒引当金繰入額＋経費

業務純益＝業務収益－（業務費用―金銭の信託運用見合費用）

コア業務純益＝業務純益＋一般貸倒引当金繰入額－国債等債券損益

増減率

 

 

※ 本件に関するお問い合わせは、下記までお寄せください。 

                  〒370-0851 群馬県高崎市上中居町 58 番地 

                  しののめ信用金庫 総合企画部 加藤 

                  TEL 027-330-1175 FAX 027-326-5522 

 

以上 

 


